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１．セミナー開催情報

テーマ：‌�テキスト「13章　無人搬送台車」に関する学習会
日　時：2018年10月26日（金）
　　　　自由参加型勉強会	 10：00～12：00
　　　　セミナー	 13：00～17：00
会　場：TKP 市ヶ谷カンファレンスセンター
　　　　9階 バンケットルーム9E
参加者：36名
　内訳　トレーナー　　　　　　　14名
　　　　シニアトレーナー　　　　４名
　　　　事務局
開催主旨：

SEAJ 安全教育専門委員会は、デバイスメーカーと協力
し SEMI-S19に準拠した業界標準を目的とした「SEAJ 安
全教育」を立上げ運営しています。

SEAJ では各社で教育が可能なトレーナーを育成するた
めに、新規トレーナーと3年毎に更新するトレーナーを対象
とした「トレーナー養成講座」を年に数回開催しています。

それとは別にトレーナースキルをより向上させるため、
SEAJ 安全教育トレーナーを対象とした「トレーナースキ
ルアップセミナー」を年1回開催しています。

SEAJ 安全教育には、基本の全18章とガスの特別教育ま
た作業リーダー特別教育があります。当セミナーはいずれ
かの章に着目して深堀をするようにしています。

第8回となる今年は、トレーナーの皆様が基本の全18章の
中から ｢13章　無人搬送台車」について受講者に対し最新
でかつ正しい情報を発信していただけるような内容としま
した。

２．プログラム

午前の部　自由参加型勉強会
ⅰ）�18章緊急時の対応に絡めたディスカッション
　　いつ来るかわからない地震、その時どう行動すべきか
　　�また事前に準備した方が良い内容とは何かについて討

議
午後の部　セミナー
ⅰ）開催の辞　　　　　　　　：石川委員長
ⅱ）セミナーの概略説明　　　：中山委員
ⅲ）特別講演　　　　　　　　：村田機械　榮倉様
ⅳ）‌�13章スキルチェックの解説：西澤委員
ⅴ）グループディスカッション：中山委員
ⅵ）当委員会（分科会、プロジェクト）活動概要説明：

　　　　　　　　　　　各分科会、プロジェクトチーム
ⅶ）事務局からのお知らせ　　：栗原
ⅷ）閉会の辞　　　　　　　　：塩出委員
ⅸ）懇親会

３．自由参加型勉強会（午前の部）

阪神淡路大震災以降、中越地震や東日本大震災、最近で
は北海道胆

い ぶ り

振東部地震など大きな被害をもたらす災害が続
いており、一般市民の甚大な被害はもちろんのこと、最先
端の精密装置が稼働するデバイスメーカーや装置・部品そ
して部材を供給するメーカーの被害が非常に大きいのが現
状です。

事業継続計画（BCP）を優先させたいデバイスメーカー
にとって、サービスマン・技術者の確保と早期復旧作業は
必然であることから、SEAJ「災害発生時のクリーンルーム
内入室作業に関するガイドライン」を基に、入室の際の
チェック方法など説明して安全の啓蒙を図ってきました。

また昨年のセミナーでは麹町消防署の方に特別講演を
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行っていただきました。
午前の部の後半ではワークショップを行い、18章 緊急時

の対応に追加したいスライドの討議を行っていただきまし
た。

ただ絶対安全がない以上、トレーナーが作業者に伝えた
い思いを更に磨くことが必要と考え、本年の午前の部では
緊急時に備えて何が必要なのかまたどう行動すれば良い結
果が得られるのか、熊本地震を通してソニー熊本様が得ら
れた経験映像を視聴後討議する場を設けました。

本勉強会で使用させていただきました映像は、ソニー熊
本様のご協力によるものです。

ソニー熊本様へ厚くお礼申し上げます。

４．トレーナースキルアップセミナー開催の辞（午後の部）

石川委員長から開催の挨拶がありました。

５．セミナーの概略説明

中山委員（トレーナースキルアップ分科会リーダー）より、
セミナーのプログラムと目的の説明がありました。

６．特別講演

村田機械株式会社から榮倉様をお招きして、OHT の現状

と留意すべき基礎知識についてご講演いただきました。
クリーンルームでいつも目にしている OHT の可動の仕

組みや安全対策などで、我々が知らないことが沢山ありま
した。

例えば、“電源が交流400V なのは何故か”　“リニアモー
ター駆動の所以”　“コーナー部の感知性能について”といっ
た内容は非常に興味深いものでした。

参加したトレーナーやマスタートレーナーからは、クリー
ンルームで作業する人たちが注意しなければならないポイ
ントは何か等々多くの質問がなされ、丁寧にご回答をいた
だきました。

今後の SEAJ 推奨安全教育の「13章 無人搬送台車」を教
えるにあたって、大いに実りのある講演であったと思いま
す。

７．‌�13章スキルチェックの解説

現在「13章 無人搬送台車」のスキルバンクのデータを正
しく理解して貰うため、西澤委員から「問題と解答」のそ
れぞれ意図する内容について解説がありました。

今回のメインテーマであった村田機械様による特別講演
「OHT の基礎について」とテスト解説を基に、受講された
トレーナーの方々が新たに盛り込んだ方が良いと思われる
テスト問題を洗い出し、活用方法についても討議していた
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だくことになりました。

８．グループディスカッション

ご参加いただいたトレーナー14名を3つのグループに分
け、下記テーマで討議していただきました。

①　13章無人搬送台車に関するテスト問題を考える
②　どのように講習に役立てたら良いか考える
現状に即した新しい情報を盛り込んだテスト問題が洗い

出され、テキスト改訂に役立てるのに十分な内容の発表が
ありました。

デバイスメーカーのインテル様からは、無人搬送台車周
辺の作業の際、衝突事故を防止するための措置として、停
止板の設置とロックアウトタグアウトの実施についてご紹
介がありました。

９．当委員会（分科会、プロジェクト）活動概要説明

安全教育専門委員会で活動している3つの分科会またプロ
ジェクトの代表者から、現状の活動状況の報告がありまし
た。

①　テキスト改訂分科会
　　→　来年度、法改正等反映したテキスト改訂を検討
②　トレーナースキルアップ分科会
　　→　ティーチバック大会開催により、更充実度をアップ
③　DVD 更新プロジェクト
　　→　現在の製造工程を反映した内容

10．事務局からのお知らせ

事務局からは、安全教育受講者数推移、トレーナー数の
報告、安全教育専門委員会活動の概要報告などがありまし
た。

2018年度は業界の好況を反映し、装置メーカーだけでな
くデバイスメーカー殿の安全教育の需要が増加に伴ってト
レーナー養成講座の開講回数を増やす結果となりました。
確実にトレーナー養成講座受講修了者数は昨年に引き続き
高い伸び率を示し、また一般受講者に関しては合計5万人を
超えました。

会員企業またそれ以外の企業の当養成講座受講希望者は、
来年2019年も引き続き大幅に増えると考えています。

そして2019年度は、学生向けの安全教育開講も視野に活
動を続けていく予定です。

11．閉会の辞

質疑応答の後、委員より閉会の挨拶がありました。

12．懇親会

たいへんたくさんの参加をいただき、楽しい時間を過ご
せました。

本年度は「クリーンルームの安全」DVD の改訂を進めて
いることから、それに纏わる苦労話や日頃の疑問点など参
加いただきました皆様の活発な意見交換や話し合う姿が、
多く見受けられました。

13．まとめ

今回で第8回目となる本セミナーは、テーマを「13章 無
人搬送台車」と致しました。

前回の大きなテキスト改訂の時と比べ、現在稼働する無
人搬送台車は更に大型化しかつ動く速度が速くなっている
ため、その周辺で作業を行う技術者にとって留意しておか
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 受講修了者人数推移 
 累計 50,000 名を超える 

 テキスト外国語版の整備により、海外受講者増加 
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なければならない危険性や手順などをトレーナーの皆さま
と共有し、次回のテキスト改訂に反映したいという思いが
強くありました。村田機械様にはご多忙のところご講演を
いただき、誠にありがとうございました。

改めてご教示いただきました危険要因とその対応手順を
意識し、教育による啓蒙と実践に役立てたいと考えます。

ご参加いただきました皆さまにお礼申し上げると共に、
本教育が業界標準として今以上に認知され、事故ゼロに近
づけることができればと思います。

来年度も引き続き、スキルアップセミナーまた今年から
トレーナーの皆さまのご要望にお応えして開催しました
ティーチバック大会を開催しますので、更に多くの方々に
ご参加をいただければ幸いです。

以下、今回ご参加いただいたトレーナーの皆様から寄せ
られたアンケート結果を、いくつかご紹介させていただき
ます。
＜感想＞
	�リアルな話が多く、わかりやすかったです。
	�今回参加しなければ知ることができない情報が多くあ

りました。
	�午前、午後ともにとても活発なディスカッションがで

き、参加した意義がとてもありました。
	�無人搬送台車は自社の工場には導入されていないた

め、今講演は今後講師をする上で良い糧となりました。
出張に行く受講者のためにも良い教育をしたいと考え
ます。

	�今まで知らなかった情報を得ることができ、とても有
意義でした。

	� また、業界内の皆さんとの横のつながりができて良
かったです。

	 他社との交流は大変刺激を受けました。
	�OHT の知識や情報はテキストにない情報で参考にな

りました。
	�地震発生時の生の状況を聞き、日頃から何が必要なの

か、心がけるものは何か学べました。
	�当セミナーに参加して、ただ数値を教えるだけでなく 
“・・・だから予防する” “・・・だから次の行動をとる” 
といった教える時の理由が必要と感じました。

	�1日弱と時間的には短い（ちょうどよい）が、内容は充
実していた。ディスカッションの時間割もよかった。

	�機能を知った上で安全対策をどうするのか、そして
ロックアウトタグアウトをすることの大切さを改めて
認識しました。

＜自社教育に展開したい事例＞
	�搬送台車の危険性やセンサーの感知領域、駆動電圧の

高さやスピードなどの知識。
	 ロックアウトタグアウトの方法などの知識。
	�地震発生時の対応。
	�緊急時何をすべきかグループ内で討議した意見。
	 受講者と実践できる内容を追加。
	�熊本地震を経験したソニー熊本様の取組み。

＜講習を通して考えた決意＞
	�講習する内容のキーポイントを深く理解し、新しい知

識を正確に伝えるようにします。
	�教わる立場になって物事を考え、自社また社内トレー

ナーに伝えるようにします。
	�トレーナーとして自信を持って教育します。
	�継続的に安全意識を持つようにします。
	�サービスマン全員の安全行動を支えられるようにしま

す。

＜今後開催して欲しいスキルアップセミナー内容＞
	�高所作業、安全帯の法改正について。
	�基本である1章 安全の基本について。
	�閉鎖空間について。　　　　　　　　　　　など多数

＜その他ご意見＞
	�SEAJ メンバーの方の会社自主基準を聞き参考にした

い。

（安全教育専門委員会　トレーナースキルアップ分科会
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